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2Ap-3　　但彩環境にっいての高齢者の評価

　　　　　　　　（その2）色彩の使い方について　　　　　大阪市大　○北浦かほる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松岡貴世子

1.はじめに
　ここでは具体的に高齢者に、色紙を用いてインテリアの色彩構成をしてもらうことによ

り、色彩計画のされている施設利用者とされていない施設利用者の色彩に対する反応を求

め生活環境における色彩についての評価の仕方の違いを求めることを目的とした。

2.色彩構成実験の概要

　高齢者が「居心地がよい」と感じるように、部屋の床の色及び家具の色とそこで着てみ

たい服の色を色紙の中から選択して台紙のロビー平面図に貼付させた。5 1色の色紙には

予め平面図に対応した縮尺の椅子・テーブル・服などを印刷しておいた。被験者はその１

と同じ施設の利用者255人である。デイサービスのカリキュラムに実験を組み込んでも

らった施設についてはグループ毎に説明した後一斉に、その他の施設はひとりずつ説明し

ながら実験した。色彩構成実験を先行させ、後日（その1）の聞き取り調査を行なった。

3.結果及び考察

　高齢者は室内の床の色彩と椅子の色の関係を最も関連づけて計画していた。しかし、服

装の色は室内の色と無関係に選ばれていた。因子分析結果によれば、高齢者による快適な

室内の色の評価は16の因子で成り立っていた。床の色はライトグレイッシュトーンの黄

味または赤味をもつ暖色系と、ベールトーンの暖色系の３因子であった。椅子の色は主に

ダルトーンの木目調と暖色のベールトーンの２因子であったが、他の５因子にも分散して

いた。なお、本研究は（財）大阪ガスグループ福祉財団の助成による研究の一部である。

2Ap-4 老年期における表示の明視性の研究（５）―家電製品の場合一

共立女大　伊藤紀之、○玉田真紀、青葉学園短大　芦滓昌子
山梨県立女短大小管啓子、共立女短大藤田信子

目的　昨年度は老年期の人々が抱える表示の問題点を調査した上で、どの表示にも共通する

問題である文字の大きさ、文字の色と背景色の関係を取り上げて、老年期の人を対象にどの

範囲の文字が見えるか調査した結果を報告した。今回は、日常生活において身のまわりにあ

る生活用品の表示に、どのような文字の大きさや色が使われているかを実態調査し、昨年度

の結果と合わせて、老年期の人にとって見やすい表示であるか、どんな問題があるのか考察

することを目的とする。ここでは家電製品について調査した結果を報告する。

方法　1992年10月から12月、家庭にある家電製品の表示文字の色、地色の色、ボディーの

色、文字の大きさについて質問紙法により調査した。色は日本色研配色カード129色から近

似色を選び、文字の大きさは天地を0.5mmの精度で計測した。品目はテレビ、ラジオ、電話

　（情報関連）、電子レンジ、冷蔵庫、炊飯器、ポット（食生活関連）、洗濯機､アイロン（衣

生活関連）、エアコン（住生活関連）、血圧計、体重計（健康関連）の12品目である。

結果　有効回答数は496件であった。ボディーの色は無彩色が多く、表示文字と地色も無彩

色がよく使われていた。文字と地色に灰色の濃淡を用いたものも多かった。多色相の色によ

る識別を用いた表示は少なかったが、黒や灰色に赤、緑、青系の見えにくい文字が使われて

いた。文字の大きさは1 mmからあり、老年期の人にとっては小さすぎる文字が多かった。

家電製品はシンプルなイメージをこわさないよう目立たな専ヽ表示にする傾向がみられるが、

老年期を対象とした製品は見やすい表示の色彩計画が今後の課題である。
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